
乗務中の体調報告・デジタル式運行記録計によ
る運行管理について ７ 

今後、夜間４００ｋｍ（１日５００ｋｍ）を超える貸切バスの運行を行う場合には、乗務中の体調報告
（平成２５年８月１日から適用）、夜間４００ｋｍ（１日６００ｋｍ）を超える貸切バスの運行を行う場合に
は、デジタル式運行記録計による運行管理（平成２６年１月１日から適用）を行う必要があります。 
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（１）乗務中の体調報告（平成２５年８月１日～） 

ワンマン運行で一運行の実車距離が夜間４００ｋｍ（１日５００ｋｍ）を超
える運行を行う貸切バスの運転者は、当該運行の実車距離１００ｋｍから４０
０ｋｍ （ １日５００ｋｍ）の間にあるいずれかの休憩地点において運行管理
者又は補助者に体調等を報告する必要があります。 

１人乗務の場合 
 
 
 

休憩地点到着時、運行
管理者に体調等を報告 

※運行管理者等はその結果を点呼簿等に記録して下さい。 

交替時、休憩時はできる
限り毎回、運行管理者等
に体調報告することが望
ましいです。 

 夜間ワンマン運行で一運行の実車距離が４００ｋｍを超
える場合又は１日の乗務の合計実車距離６００ｋｍを超え
る場合は、車両にデジタル式運行記録計等を装着し、当該
運行を行う事業者がそれを用いた運行管理を行わなければ
なりません。 

（２）デジタル式運行記録計による運行管理（平成２６年１月１日～） 

デジタル式運行記録計 


